
                                      令和３年度 県立常陸大宮高等学校自己評価表 

＊ 評価基準 A：十分達成できている B：達成できている C：概ね達成できている D：不十分である E：できていない 

 

B別紙様式２（高） 

目指す学校像 
・向上心を持ち自分に適した進路を実現できる学校   ・学習した知識や技能を基に資格等の取得ができる学校   ・ＩＣＴを効果的に活用できる学校 

・ルールやマナーを大切にする学校   ・特別活動が充実した学校   ・地域に根ざした信頼される学校   ・働き方改革を推進する学校 

昨年度の成果と課題 重 点 項 目 重  点  目  標 
達 成
状 況 

 ＜成果＞  

普通科、機械科、情報技術科、商業科の４学
科を有する特長を生かし、幅広い選択科目を設
定したり課外活動を充実したりして、資格取得
や個々の希望進路の実現に力を注いでいる。 

 

＜課題＞ 

令和３年度入学生から、機械科、情報技術科
の２学科が、機械・情報技術科の１学科になっ
たことに伴い、教育課程やコース制を円滑に運
営することが求められる。 

 また、本校の教育目標である、次の１～４を達
成するために、地域や関係機関との交流を深め、
進学･就職と多岐にわたる進路希望の実現を継
続していくことが必要である。 
１ 一人ひとりの個性を生かし、学ぶ意欲や創
造性を育む。 

２ 豊かな人間性や社会性を育む。 
３ 健やかに生きるための丈夫な身体を育む。 
４ 産業社会の発展に貢献できる力を育む。 

教育課程の充実 

① 指導方法の改善や学校設定科目（サイ発見・シン発見）に係る取組の充実を図ると共に、令和４年度入学生から導入される新学習指導要領にお

いて、生徒の基礎学力の定着と向上、進路目標の達成に対応できる教育課程の構築を図る。 

・ 学校設定科目の効果的運用のため、入学生の実情を把握し、現状に合わた習熟度・少人数学習を行う。 

・ 各学科それぞれの特色が最大限に発揮できる教育課程の実現を図る。 

・ 多様な進路希望に応えられる、柔軟性のある教育課程を編成する。 

Ｂ 

学習指導の充実 

② ＩＣＴを効果的に活用し、分かる楽しさが実感できる授業を展開することで、生徒の主体的な学びを引き出し、進路目標に応じた学力と専門性

を身に付けさせる。 

・ 授業でＩＣＴを活用し、学習内容の理解促進を図り、学ぶ意欲の向上を図る。 

・ 確認テスト、実力テストなどで理解度を確認し、補習などを通して個に応じた指導を展開することにより、基礎・基本を確実に定着させる。 

・ ＲＰＤＣＡサイクルにより、生徒の学力を適切に評価し、学習課題を明確にすることにより、学習意欲の向上を図る。 

・ 発展的な問題にも取り組ませるなど、大学等への進学希望を持つ生徒に対する個別指導を充実させることで、さらなる学力向上を図る。 

・ 生徒の実態に応じたＩＣＴ教材の研究、交互の授業参観、教科内の連携・研修等を通して、学習指導の工夫や質的向上を図る。 

Ｂ 

進路指導の充実 

③ 三年間を見通したキャリア教育を推進することで、生徒の望ましい勤労観・職業観を育成し、多様な進路目標の実現を図る。 

・ 聞く力、表現する力、進路実現のために必要な態度やマナーなどを身に付けさせる「３年間を見通した指導体制」を構築し、生徒のコミュ

ニケーション力の向上を図る。 

・ 外部講師等の人材を有効に活用するとともに、インターンシップ・デュアルシステムや進路説明会に生徒を主体的にに参加させることによ

り、進路意識の高揚を図る。 

・ 向学心を高め、計画的かつ継続的な課外指導を実施することで、大学進学にも十分対応できる学力を身に付けさせる。 

B 

生徒指導の充実 

④ 基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚に努めるとともに、人間としての在り方生き方に関して考察を深めさせることで、豊かな心の育成を図

る。 

・ 生徒面談、アンケート調査、家庭訪問、ホームルーム活動の工夫を通して生徒理解に努める。 

・ 頭髪・服装指導や遅刻防止等の徹底に努め、基本的生活習慣の確立を図る。 

・ 挨拶・マナーを確実に身に付けさせ、規範意識や社会性の育成に努める。 

・ ボランティア活動を促し、人間としての在り方生き方を考えさせることで、社会の一員として主体的に生活することができるようにする。 

・ 特別指導を充実させ、問題行動の未然防止及び再発防止を図る。 

B 

特別活動の活性化 

⑤ 生徒会活動・部活動等の活性化を図り、充実感・達成感を味わえる、明るく活気ある学校づくりに努める。 

・ 1 年生全員に部活動入部を促し、学校の活性化を図るとともに、規律ある生活態度や自律性に富む生徒の育成を図る。 

・ ホームルーム活動、委員会活動や生徒会活動の充実を図り、生徒一人一人が自主的・主体的に参加できるよう支援する。 

・ ポートフォリオを充実させ、生徒の学校内外での活動や学びのプロセスを振り替えられるキャリアパスポートを作成すると共に、その活用を

通して「自分らしい生き方」を模索する生徒の支援をする。 

・ 地域の行事やボランティア活動にも積極的に参加するよう生徒を促し、地域との連携を図りながら生徒の活躍する姿を地域に発信していく。 

Ａ 

地域連携の推進 

⑥ 地域との密な連携と交流を推進し、生徒の活躍の機会を拡げるとともに、生徒が活躍する姿を積極的に発信することで、地域から信頼され、期

待される活力ある学校を目指す。 

・ ホームページの充実を図り、保護者や地域 、中学校等への積極的な情報発信に努める。 

・ 学校外からの声も積極的に取り入れ、学校・家庭・地域社会が相互に連携・協力した教育活動を推進する。 

Ｂ 

働き方改革の推進 

⑦ 業務の役割分担や適正化、ＩＣＴの導入を図るとともに、教職員の勤務時間に関する意識改革や業務の改善に取り組み、時間外勤務の減少を目

指す。 

・ 業務の役割分担（基本的には学校以外が担うべき業務、学校の業務だが、必ずしも教師が行う必要のない業務、教師の業務だが、負担軽減が

可能な業務）について見直す。 

・ 勤務時間の管理や適正な勤務時間の設定（勤務時間の把握、登下校指導・部活動・学校の諸会議等の適切な時間設定、学校閉庁日）を行い、

ＩＣＴ教材の共有化を進め、勤務時間に関する意識改革と時間外勤務の抑制を図る。 

Ｂ 
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三つの方針 具 体 的 目 標 評 価 次年度（学期）への主な課題 

｢三つの方針｣ 

(スクール・ポ

リシー) 

「育成を目指す資質・能力に関

する方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

（長期的目標） 

向上心を持ち、主体的に学習や学校生活に取り組み、協働して地域社会の発展に貢献できる人材 
Ｂ 

Ｂ 

今年度の状況を見ると、概ね地元企業に就職内定し

ており、次年度も同じ傾向が続くと見込まれる。向

上心や主体的に学習に取り組む姿勢の醸成が課題

である。 

「教育課程の編成及び実施に関

する方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

（中期的目標） 

3 学科の特色を生かすとともに生徒の幅広い学習ニーズに応え、ＩＣＴを効果的に活用した学習活動と

キャリア教育により、就職から大学進学まで生徒一人一人の多様な進路希望を実現 
Ｂ 

次年度入学生から年次進行で新教育課程になるた

め、円滑な学習活動が出来るよう、ＩＣＴ教育の推

進と、教科横断的な学習を定着させていくのが課題

である。 

「入学者の受入れに関する方針」 

（アドミッション・ポリシー） 

（短期的目標） 

学校や社会の規範を守り、多様性を尊重し認め合いながら日常生活を送ることができ、授業はもとより、

学校行事、生徒会活動、部活動などに積極的に取り組む意欲のある生徒 
Ｃ 

少子化が進む中、本校への志願者数をいかに

増やせるかが課題である。 

評価項目 具体的目標 具 体 的 方 策 評 価 次年度（学期）への主な課題 

各   

 

教 

 

科 

国  語 

基礎学力の向上と定着 学習目標の具体的提示を行い、指導方法と学習評価を見直し、基礎学力が定着する授業を行う  ①② B 

B 

新学習指導要領に則った学習指導と観点別評

価の実践。・ICT を活用した知識・技能、思考

力・判断力・表現力の向上。 

ICT の活用と主体的・対話的で深い

学びの実践 

ICT（タブレット・電子黒板）を活用した学習や、ペアワークやグループ学習といった協働的な学習を授

業に取り入れることで、深い学びを実現し、資質・能力の向上を図る              ② 
B 

地 理 

歴 史 

基礎・基本の定着 教材の精選と分かる授業の展開を図る                            ②      A 
B 

生徒の社会的事象に対する関心を深めたり、思

考力を育んだりするための授業実践を、より多

く行う。 

主体的に活動させる授業実践 教材・教具の工夫やＩＣＴを活用した授業の展開を図る                              ②      B 

公 民 
基礎・基本の定着 教材の精選と分かる授業の展開を図る                            ②  A 

B 
主体的に活動させる授業実践 教材・教具の工夫やＩＣＴを活用した授業の展開を図る                                ②        B 

数 学 

基礎・基本の定着 生徒の実態に応じた適切な指導に努めるとともに、反復練習による計算力の向上を図る      ②            B 

B 

スモールステップで段階的に評価し、努力した分が
着実に成果に繋がるような形式を取り、学習に対す
るモチベーションを高める。学びに向かう態度の養
成を重視。ICT を効果的に活用する。 

少人数授業による学力の向上 内容の精選による分かる授業の展開と、生徒の実態に応じた適切な教材の工夫を図る       ②        A 

進路に応じた学力の養成 進路意識の高揚と課外や個別指導による実力の育成を図る                   ②      B 

理  科 

基礎学力の向上 学ぶ意義を明確にして、主体的に学ぶ姿勢を向上させる授業実践に努める            ② B 

B 

生徒が主体的に学びに向かうことができる

よう、調べ学習やグループワークを積極的に

実施する。また、実験・観察の充実を一層進

める。 

実験・観察の充実 生徒の意欲・関心をさそう実験・観察を積極的に取り入れた授業展開を図る           ②    C 

主体的・対話的で深い学びに 

つながる授業実践 

調べ学習、グループワーク、振り返り等の実施や、ICT 機器の適切な活用により、主体的・対話的で深

い学びの実践を目指す                                   ② 
B 

保 健 

体 育 

体力の向上 体力の向上のための授業内容の工夫･改善と体力テストデータの活用を図る            ②          C 

B 

正規のルールに縛られず、生徒の実態に合った

ルールづくり、ならびにペアワーク・グループ

ワークを活用し、生徒同士で考え、生徒でルー

ルづくりができるよう対話的学びを取り入れ

ていく。 

基礎基本技能の定着 個・グループの実態に応じた指導方法の工夫と反復練習による技能の定着を図る         ②                                                                                      B 

楽しく協力して行う、スポーツの理

解と教え合う仲間とﾘｰﾀﾞｰの育成 

グループ学習や対戦型の授業を通して、生徒が健康かつ安全に楽しめるルールの工夫、及び「教え合い

学習」の促進とリーダー育成のための授業内容の工夫を図る                  ②              
A 

運動器具・設備等の安全管理と確保 体育用具・設備の安全管理の徹底を図る                           ②    B 

 

芸 術 

 

基礎・基本の定着 
器楽演奏による読譜力の育成と基礎理解の定着を図る（音楽）                  ②       B 

B 

より個に応じた課題設定を工夫し、基礎基本の

定着と表現力の向上を目指す。 色彩練習による美的感覚と鑑賞能力の育成を図る（美術）                     ②     B 

興味・関心の向上 
多様な作品の学習によって音楽への興味関心と自己表現力の向上を図る（音楽）          ②     B 

作品の鑑賞及び制作による自己表現力の育成を図る（美術）                             ②     B 

外国語 

基礎学力・基本事項の定着 的確な実態分析と根気強い反復指導により基礎･基本の定着を図る                   ②③     B 

B 
コミュニケーションに対する積極性を高める 
活動を増やす。ペアワークを活用する。 興味・関心の向上 ＩＣＴなど教育機器を適切に活用し、生徒が興味の持てる教材の作成と活用を図る               ②③ C 

個に応じた学習指導の充実 生徒の実態や進路希望に応じたきめ細かい指導の実践を図る                    ②③    B 

家 庭 
基礎力の定着 生徒の実態に応じた授業展開の工夫ときめ細かい指導の実践を図る               ② B 

B 
これまでよりも対話的な学びに ICT 機器を活用し

て、グループワークの効率化を図る。 実験・実習等の教育環境の充実 実験・実習・演習等を中心とした授業の展開と、そのための教育環境の充実を図る        ②  A 
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各

教

科 

情 報 
ﾊﾟｿｺﾝの基本的な操作の習得 

コンピューターに関わる基本的な用語及び知識の理解と定着を図る                         ①            B 

B 
ネットワークモラルの定着に関してより効果
のある教材を活用して指導の工夫を図る 基本的なソフトウェア操作の習得を図る                           ①    B 

ﾈｯﾄﾜｰｸ利用のモラルの定着 生徒の興味・関心のある教材を活用した指導の工夫を図る                            ①    B 

機 械 
機械工業の基礎技能の向上 

学科統合による機械系に興味を持たせる授業内容の工夫を図る                        ②           B 

B 

コース制の導入で、実技を伴う科目の精選を行い、他科の 

指導についてスムースに行えるように努める。 授業や補習により、資格取得の支援に努める                         ③      B 

安全の確保や事故の防止 安全教育の実施及び事故防止に向けた安全管理の徹底に努める                 ②       A 

情報 

技術 

座学と実習との連携 座学内容と実習内容との連携の強化を図り、分かる授業を展開する。                     ①② B 

B 

授業の理解度を更に高め、各種検定の合格率が上がるよう

な授業を行う。今年度よりも精力的、に校外への PR 活動

を行う。 

実践的な能力と態度の育成 座学と実験・実習を横断的に取り入れることで基礎学力の定着と、集中して話を聴く姿勢の育成を図る           ②④        B 

各種資格の取得 授業や補習による資格取得の支援に努める                              ②③      B 

商 業 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成 販売実習等の体験的な学習の充実のため、授業の工夫や地域連携を図る                 ②③⑥ B 

B 

ICT 機器を活用した授業内容を充実させるとともに、新教

育課程の充実に努める。また、感染症対策を含めた対応も

行う。 

資格取得の推進 課外指導の充実を図るため計画的に実施し、検定試験に関する情報の周知徹底を行う           ②     
A 

 

評価項目 具体的目標 具 体 的 方 策 評 価 次年度への主な課題 

教  務 

校務全般の円滑運営を図る 

新しい取り組みや本校独自の活動、生徒主体の活動を中心に、生徒募集の拡充を図る                  ⑥ Ｃ 

Ｂ 

次年度入学生から年次進行で導入される新
教育課程が円滑に進められるよう、環境整備
に努める。また、学習評価も３観点に変更さ
れることに伴い、評価が生徒の学習目標と関
連し、個別最適な学びと共同的な学習のバラ
ンスを図ることにより、主体的に学習に取り
組む姿勢と学習意欲が高まるようにしてい
く。 

今年度から本格的に始まった GIGA スクー
ル構想も発展させ、ＩＣＴ機器の有効活用を
進めていきたい。教職員の働き方改革を進め
る上でも、教材のデータベース化と共有化を
進め、ペーパーレス化も引き続き推進してい
く。 

行事の精選に努め、授業時数の確保と行事
のバランスを図る。 

各校務分掌間の情報交換を密に行い、適切な連絡・調整に努める                           ②⑦ Ｂ 

各分掌の企画の把握と連絡・調整を的確に行い、円滑な学校運営に努める                          ② Ｂ 

行事等の円滑な企画・運営 
教務部内の体制を整え、行事の円滑な企画・運営に努める                                       ②                                   Ｂ 

年間・月間計画の企画・立案と適切な変更・調整に努める                              ②⑦ Ｂ 

成績不振者への適切な対応 

定期考査の事前準備を適切に行い、生徒への周知徹底を図る                                       ②    Ｂ 

成績不振・遅進者に対する計画的な課外指導等を、教科・学年と連携し企画する                      ②                Ｂ 

欠課時数の多い生徒に対して、適切な指導に努める                                   ② Ｂ 

成績や欠時に関して、学年と連携し保護者への連絡の徹底を図る                                    ②  Ｂ 

円滑な情報管理 

成績処理と事務処理の効率化を図る                                         ①②                        Ｂ 

ICT を活用した授業の充実を図れるよう、電子黒板等の機器の管理や研修の充実に努める                  ①② Ｂ 

ホームページなどを活用し、外部への情報提供の充実を図る                        ①～⑥    Ｂ 

校内ネットワークの保守管理及び個人情報の管理の徹底を図る                            ①～⑥            Ｂ 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ Ｂ 

生徒指導 

基本的生活習慣の確立 

挨拶の励行を主眼とした、計画的な立哨指導等の実施を図る                                        ④     Ａ 

Ｂ 

遅刻指導については、遅刻カードを有効に活用

し段階に応じた指導を行っているが、減少には至

っていない。次年度は、個に応じた継続的な指導

を徹底し、基本的生活習慣の確立を図る。 

規範意識の向上に関しては、特別活動部と連携

し、公共の場におけるマナーの向上を図るため、

ボランティアや特別指導の内容を充実させ、自己

指導能力の育成を図る。 

今年度は、服装に関する規定を生徒・保護者・

教員で話合い見直すことができた。今後も、グロ

ーバル化や多様化の観点から、必要に応じ、生徒

や保護者との議論を通して適宜見直しを図る。 

遅刻を防止する「遅刻カード」の利用及び指導の徹底を図る                                               ④      Ｃ 

服装・頭髪に関する教職員の共通理解と、家庭との連携の徹底を図る                              ④      Ｂ 

規範意識の向上 
規範意識の確立やマナーの向上を目指し、全校集会・学年集会・ＨＲ等を活用した指導を促進する                ④ Ｂ 

規範意識の向上を目指し、ボランティア活動及び特別指導の内容の充実を図る                          ④      Ｂ 

安全で充実した学校生活の実現 
問題行動や交通事故の未然防止を目指し、学校内外における計画的な巡視を実施する                        ④ Ｂ 

自転車・バイクの点検と実技指導を計画的に実施する                                 ④            Ｂ 

社会の変化に対応する能力の育成 携帯電話・スマートフォン、SNS 等の正しい利用方法の指導の徹底を図る                                     ④           Ｂ 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ Ｃ 

 進路意識の高揚 

生徒・保護者への適切な進路情報の提供に努める                                               ③⑥     B  
 
 
 
 

３年間を見通した計画的なキャリア意識養成
を実施するにあたって、企画広報部との連携
をより一層密にすることが課題である。 

今年度も企画広報部と連携して計画立案実施
を行い、また外部講師やハローワークとの連

生徒面談の励行に努める                                                              ②③④        B 

進路適性検査・職業適性検査を実施し、分析結果を指導に活かせるよう情報提供に努める                 ③                                     C 

キャリア教育を計画的に実施する                                                     ③              A 

ジョブナビセミナーにおける社会人講師の積極的な活用を推進する                              ③⑥              A 
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進路資料閲覧環境の充実を図る                                                                  ③       A  
 
 
 
B 

携もして計画的なキャリア意識の養成を行っ
たが、進路のことを我が事としてとらえきれ
ない生徒が一部出てしまっている。その一部
の生徒への、時期が迫らずとも自分の問題だ
という意識を持たせ、進路先を見通した生活
をさせることが課題である。 

基礎学力においては、宮トレや基礎力診断テ
スト、その振り返り講座等を通して、基礎学
力の大切さを呼び掛けているが、生徒の意識
に浸透しきらない点に課題が残る。 

 

 

 

 

 

※空欄について。今年度は就職内定が早かっ
たため、合同面接会への参加は不要であった。 

キャリアアップ・ガイドブックを発行するとともに、活用方法の工夫を図る                                   ③                          B 

進路決定報告会を計画的に実施する                                     ③ B 

事前・事後指導の工夫を通じ、効果的なデュアルシステムを実施する                      ③ B 

進学率の向上 

オープンキャンパスへの参加を奨励していく                                                        ③          C 

総合型選抜・AO 入試・推薦入試に向けた面接指導を計画的に実施できるよう学年と連携する                 ③              B 

進学模試・進学課外への参加呼びかけに努める                                    ②③         B 

就職内定率の向上 

職業安定所と密に連携する（所長および学卒担当講話・ハローワーク訪問等）                      ③⑥            A 

WEB 求人を活用した求人情報の提供に努める                                                  ③ B 

卒業生の就職先企業訪問及び求人要請訪問を計画的に行う                                          ③⑥      B 

生徒の応募前職場見学を励行する                                                       ③④ B 

模擬面接指導を計画的に実施できるよう学年と連携する                                            ③④      B 

就職合同面接会への参加と事前･事後指導の徹底を図る                                               ③       － 

学力の向上 
学習実態調査の実施と分析結果を、学年やＨＲでの指導に活かせるよう情報提供に努める                 ②③                         B 

宮トレによって「できる」感覚を育成し、学習に向かう気持ちの醸成を図る                    ②③ B 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ B 

                                                                   

保健厚生 

一人ひとりの個性を生かし学ぶ意欲や

創造性と生きるための丈夫な身体を育

む 

生徒の実態に応じた、専門家による学年別性教育講話の実施を図る                                ⑥       A 

B 

保健室利用生徒の大半が、心理的に悩んで
授業を受けられない状態である。多様化する
生徒に効果的な支援をすることが、悩みを軽
減し授業に参加することにつながる考えるた
め、支援体制の構築とともに、環境整備を勧
める。 

 感染予防を定着させるために、日頃から健
康に対する意識を高め、免疫を高める生活習
慣を身につけさせる。 

 校内外の美化が、心身の健康に繫がる意識
を醸成する。 

専門の外部講師による薬物乱用防止教室・喫煙防止教室の実施を図る                              ⑥       A 

心身の健康状態の把握に努めながら、適切な指導・援助に努める                                  ⑥       B 

マラソン大会・修学旅行における事前の保健調査・健康相談等による事故防止の徹底を図る                    ⑥       A 

保健便り等を活用し、生徒及び保護者の健康意識の高揚を図る                                       ⑥           B 

多様化した生徒へ対応する支援体制の構築を図る                                    ⑥    C 

健康・安全に関する環境の整備と校内の

美化を地域と連携し努める 

緊急時に備えた避難訓練を、地域と連携して実施する                                          ⑥   A 

施設設備等の安全点検と管理徹底を図る                                                        ⑥   A 

冬季の健康管理、ストーブの取扱及び換気について指導・管理の徹底を図る                        ⑥ B 

清掃用具等の整備と校内外の美化活動の推進を図る                                       ⑥    B 

飲料水・プールの水質検査の実施を図る                                                         ②    A 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ B 

企画広報 

学校設定科目「サイ発見」「シン発見」

の企画・運営 

基礎学力の定着と学習意欲の向上を図る                                  ①② B 

B 

 「サイ発見（数学）」については、昨年度実施し

ていた学びあいの形式から習熟度別へと変更した

が、意欲の向上という面では期待したほどの効果

は得られなかった。次年度から、学び直しは授業

内で行い、努力した成果をしっかり評価できるこ

とで意欲に繋げていきたい。 

 「シン発見」「総探」については、３年計画が確

立されており比較的円滑に回ったが、一方で教員

間の温度差が課題である。担当教員との打合せ等

を綿密に行い、担当教員の意見も取り入れ、実態

に合わせてより良いものへと改善していきたい。 

 広報面は、他分掌や学科等の連携を取り、本校

を初めて知る中学生や保護者の方に分かりやす

く、より魅力が伝わる広報活動を心掛ける。 

自分を見つめ、将来について考えるなど進路意識の高揚を図る                         ③  A 

「常陸大宮高校版キャリアアップ計画」を企画・立案し、３年間を見通したキャリアアップを図る         ③ A 

学びの基礎診断テストを分析し、授業や生徒指導への反映を図る                        ② C 

「総合的な探究の時間」の企画・運営 
「総合的な探究の時間」の円滑な企画・運営に努める                            ①② B 

生徒が探究活動しやすいような環境づくりを図る                               ② B 

「道徳」「道徳プラス」の企画 

 

「道徳」「道徳プラス」の円滑な企画・運営に努める                            ①② A 

生徒が探究型の「道徳」学習ができるような環境づくりを図る                        ①② B 

学校の様子がわかるような広報活動 
「学年通信」「学校新聞」などを作成し、学校生活が周知できるよう広報の充実を図る              ⑥ B 

スクールガイドやポスターを作成し、広報の充実を図る                            ⑥ A 

地域連携の推進 地域との連携と交流を推進する                                       ⑥ C 

キャリアパスポートの計画・運営 
各校務分掌等と連携を図り、ポートフォリオを実施し、学校行事等の意義や意識の変化              ③ A 

ポートフォリオ、キャリアパスポートを作成し、メタ認知を高める                      ③⑤ A 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ A 

特別活動 
ホームルーム活動の充実 

生徒の実態に応じた年間指導計画の作成に努める                                                    ⑤        A 

A 

感染症対策としてクリーンアップ作戦の計画変

更が大きくあったが、企画立案に関しては他の分

掌部との共通理解などは充分に行えた。しかし、
クリーンアップ作戦の企画・立案を計画的に進めていく                                                  ⑤                B 

生徒会活動の充実 生徒が自主的・主体的に活動するための支援に努める                                               ⑤   A 
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生徒の実態に応じた諸行事の企画・立案に努める                                                   ⑤       A 学年毎で実施できるように柔軟な計画が今後の課

題である。また、ホームページ等によるＰＲを来

年度は、各顧問等に情報収集を十分に行い、適宜

更新できるように努めたい。 

各種委員会活動の充実に向けた支援に努める                                                       ⑤   B 

学校行事の充実 

関連各校務分掌との適切な連絡・調整を図る                                                       ⑤           A 

スポーツフェスティバルの円滑な運営のために、適切な企画と運営について工夫改善を図る                   ⑤                               A 

芸術的学校行事に向けた適切な企画・運営を図る                                                    ⑤ Ｂ 

部活動の充実 

指導内容・方法について工夫・改善を図る                                                       ⑤           A 

活動環境の整備・充実を図る                                                                     ⑤      A 

ホームページ等による活動状況ＰＲの充実を図る                                             ⑤⑥ C 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ A 

図書館 

図書館利用の推進 

委員会活動の活発化と図書館利用行事の企画･運営に努める                                ⑤    B 

Ｂ 

生徒図書委員の活動の活発化をはかる。 

 

選書や実施時期、振り返り等、朝の読書週
間をより効果的に実施する方法を検討する。 

図書館環境の整備に努める                                              ②     A 

各教科・学年との連携を密にし、利用推進を図る                                    ②      C 

読書活動の推進 

興味関心を惹きつける選書をし、読書意欲の向上を図る                                 ③             A 

図書や資料に関する適切な情報の提供に努める                                     ③     A 

「朝の読書週間」の円滑な実施を図る                                         ⑤            A 

視聴覚教育の推進 視聴覚教材の充実を図る                                               ②    C 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ A 

渉  外 

ＰＴＡ活動の推進 

保護者と連携し情報交換に努めることで、PTA総会や定例の評議員会を企画し、会議の円滑な運営を図る       ⑥             A 

B 

コロナ禍の現況を踏まえ、さらなる行事の
の精選と、業務の効率化を図る。 

ICT 機器を活用した連絡手段のデジタル化
を推進する。 

能う限り時間外勤務を削減する。 

PTA入会式や、支部活動の運営を通して、保護者の本校 PTAに対する理解を深め、教員との強固な協力関係を築く   ⑥   B 

PTAだよりの発行や、ホームページへの記事掲載を通じて、広報活動の充実を図る                              ⑥ B 

ICTを活用し、学校と保護者間の連絡手段のデジタル化を推進する                       ⑥⑦ A 

同窓会活動の企画・運営 同窓会入会式の運営に加え、同窓会員との情報交換、連絡、調整に努める                    ⑥ B 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ B 

 

評価項目 具体的目標 具 体 的 方 策 評 価 次年度への主な課題 

第１学年 

基本的生活習慣の確立 

挨拶の励行と、時間を守る生活習慣を身につけさせる                              ④ Ｃ 

Ｂ 

 

全体的に時間は守れているが、挨拶があま

りできていないので、さらに指導が必要であ

る。 

 

一部生徒ではあるが、常陸大宮駅や近隣の

コンビニエンスストア等での公共マナーをさ

らに向上させる必要がある。 

 

一部生徒ではあるが、課題等の期限が守ら

れていない状況があるので、改善するように

さらに指導が必要である。 

 

部活動は出席状況を含め、さらなる活性化

が必要である。 

 

集団生活におけるルールを守らせ、公衆道徳や公共のマナーを向上させる                       ④⑥ Ｃ 

生徒一人一人の実態を正しく把握し、問題行動の未然防止・早期発見・早期指導に努める                 ④      Ｂ 

清掃を徹底し、校内環境の整備・美化に努めさせる                                  ④ Ｂ 

基礎学力の向上と資格取得 

宮トレや「サイ発見」を通して、基礎的な学力の定着に努める                            ①② Ａ 

「今未来手帳」の活用を通して、スケジュールや情報管理の習慣を身につけさせる                    ②       Ｂ 

教科担当者との密な連携を通して、成績不振の生徒に対して充実した指導を行う                     ② Ａ 

毎日の授業を大切にして、検定試験への挑戦や資格の取得を積極的に勧める                   ② Ｂ 

課題や提出物の期限厳守の指導に努める                                   ② Ｃ 

進路指導の充実 

進路関連行事等を通して、生徒の進路選択支援に努める                                ③ Ｂ 

希望調査や面談を行い、生徒の希望進路を正確に把握する                               ③ Ｂ 

進路指導部・企画広報部と学年の間で、進路情報や進路関連行事の連携を図る                       ③  Ａ 

豊かな人間性の形成 

部活動全員加入を推進し、その活動を通して継続する力や忍耐力を育てる                        ⑤ Ｃ 

学校行事・委員会活動・奉仕活動等への参加を促し、主体性を育てる                          ⑤ Ｂ 

「道徳」の授業を活用して、自己や他者を大切にする価値観を育てる                         ②④ Ｂ 

ＩＣＴ活用能力の育成 

タブレット端末でアンケート集計機能等を利用し、授業に積極的に参加する主体性を育てる            ② Ａ 

タブレット端末を活用することで、「情報収集」・「整理」・「分析」をする能力を育てる              ② Ａ 

電子黒板の各種機能を活用することで、授業に積極的に参加する主体性を育てる                 ② Ｂ 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ Ｂ 
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第２学年 

基本的生活習慣の確立 

挨拶を励行し、礼儀正しさや時間を守ることを身につけさせる                             ④ C 

 

 

 

 

 

 

 

B 

挨拶ができる生徒が多く、今後も指導を継

続してゆく。半面、遅刻が多い生徒も一定数

いるので継続的に指導が必要である。 

シン発見探究講座を通して、デュアルシス

テム、キャリアセミナー等で進路意識の啓発

を図ることができた。次年度、進路指導を充

実してゆきたい。 

基礎学力の向上については、各教科で連携

して卒業まで丁寧な指導を心がける。 

集団生活におけるルールを守らせ、公衆道徳や公共のマナーを向上させる                       ④ C 

学年の教員間や保護者と教員間で、生徒の共通理解を図り、一人一人の特質を適切に把握することで、問題行動の未然防

止・早期発見・早期指導に努める                                         ④⑥ 
B 

清掃を徹底し、校内環境の整備・美化に努めさせる                                  ④ B 

基礎学力の向上と資格取得 

宮トレや「サイ発見」を通して、基礎的な学力の定着を図る                             ①② A 

「今未来手帳」の活用を通して、スケジュールや情報管理の習慣を身につけさせる               ②④ C 

教科担任と密接に連携し、個に応じた指導の充実や、成績不振の生徒に対しての早期の指導を行う        ②③ B 

進路目標実現のため、資格や検定試験の取得を積極的に勧める                             ② A 

課題や提出物の期限限守の指導に努める                                      ②③ B 

進路指導の充実 

進路行事やガイダンスを通して、生徒の進路目標の選択意識向上に努める                       ②③ A 

「シン発見・進路探究基礎」の授業において幅広くキャリアや社会的な資質・能力の習得について考えさせ、同じく「学

力向上基礎」のコース別学習を通して、進路実現に向けた学力の向上を図る                 ①②③ 
B 

インターンシップを通して、望ましい勤労観・職業観を育成し、進路意識の高揚を図る             ③⑤

⑥                           
A 

豊かな人間性の形成 

修学旅行での平和学習や事前・事後学習、または奉仕活動等を通して、平和を願う心や誰かのために行動できる奉仕精神

を育てる                                                ⑤⑥ 
B 

加入している部活動や日頃の学校生活を通して、継続する力や忍耐力を育てる                 ⑤⑥ C 

「道徳プラス」の授業を活用して、自己や他者を大切にする価値観を育て、モラルスキルの向上を図る     ②④⑤          B 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ B 

第３学年 

 

 

基本的生活習慣の確立 

最上級生としての自覚を持ち、落ち着いた生活態度の確立に努める                              ④ B 

Ｂ 

大多数の生徒が３年生として落ち着いて過

ごせていたが、進路活動への意識が不足して

いる生徒もいた。進路実現のための意識付け

をしっかりと指導したい。 

 

臨時休校時のオンラインによる授業・課題

の配布・面接練習など臨機応変に対応するこ

とができた。今後も研修を重ね、不測の事態

に対応できる体制を整える努力をしたい。 

 

進路指導では、至らない点もあったが、ほ

ぼ進路を決めることができた。 

挨拶の励行、適切な服装、時間厳守、環境美化など社会的規範に基づいた生活習慣の向上を図る         ④⑤ B 

公共のマナーや礼儀、ルールに配慮した言動が取れるように社会的道徳観の育成を図る             ④⑤ B 

教員間や保護者との連携を通して、生徒の特質を把握し、問題行動の未然防止、早期指導に努める        ④⑥                B 

基礎学力の向上と資格取得 

授業や学びに向かう力・態度の育成に取り組み、課題や提出物の期限厳守の指導に努める             ② Ｃ 

授業に対する生徒の理解力の向上および家庭学習の習慣化に努める                               ② Ｃ 

個々の生徒の学習状況と課題を把握し、面談を通して適切な助言と指導に努める                  ②③ Ｂ 

進路実現につながる検定・資格取得への積極的な取り組みを促す                       ②③ Ｂ 

進路指導とキャリア教育の充実 

生徒や保護者との面談を密に行い、適切な進路情報を提供し、一人一人の進路実現を目指す                 ③⑥ Ｂ 

「宮トレ」や「シン発見・学力向上Ⅱ」を通じ、個別の進路指導に応じた、基礎学力・応用力の強化に努める   ①② Ｂ 

「シン発見・進路探求応用」を通じ、進路実現につながる情報収集や面接練習、履歴書・作文作法などの個別指導を行う

ことで課題対応能力の向上を図る                                     ①③ 
Ｂ 

ポートフォリオの作成や手帳でのスケジュール管理を通して、自己管理能力やキャリアプラニング能力の向上を図る③⑤ Ｃ 

豊かな人間性の形成 

「シン発見」や「LHR」を通じ、人間関係形成能力や望ましい職業観・勤労観の育成を図る           ①③ Ｂ 

ホームルーム活動や、文化祭での取り組みにおいて、生徒の自律性を促し、生徒同士の共感的な人間関係作りを行う 

                                                          ④⑤ 
Ｂ 

日々の学習や進路実現に向けて踏むことができた様々なスモールステップを通して、自己肯定感の育成を図る    ②④ Ｂ 

進路実現に向けての様々な活動を通して、社会的資質・能力の向上を図る                      ③④ Ｂ 

働き方改革の推進 業務内容の見直しと効率化に取り組み、時間外勤務の削減を図る                        ⑦ Ｃ 

 


